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2023年３月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 
最近の業績の動向等を踏まえ、2022 年５月 13 日に公表しました 2023 年３月期通期業績予想を修正

しましたのでお知らせいたします。 

記 

 

1. 2023 年３月期通期連結業績予想（2022 年４月１日～2023 年３月 31 日） 

 売上収益 コア営業利益 営業利益 当期利益 

親会社の 
所有者に 
帰属する 

当期利益 

基本的 

１株当り 

当期利益 

 億円 億円 億円 億円 億円 円 銭 

前回発表予想（A） 
(2022 年５月 13 日発表) 44,360 2,750 2,770 1,940 1,530 107 66 

今回修正予想（B） 47,250 2,400 2,420 1,700 1,320 92 84 

増減額（B－A） 2,890 △350 △350 △240 △210   

増減率（％） 6.5 △12.7 △12.6 △12.4 △13.7   

(ご参考)前期実績 
(2022 年３月期) 

39,769 2,723 3,032 2,094 1,772 124 68 

税引前利益    前回発表予想 2,660 億円   今回修正予想 2,340 億円 
注)コア営業利益は、営業利益から非経常的な原因により発生した損益(非経常項目)を除いて算出しております。 

 

2. 業績予想修正の理由 

上半期のコア営業利益は概ね前回発表予想並みの実績となりましたが、下期については、機能商品
セグメントにおけるディスプレイ関連での需要減速や、ケミカルズセグメントの MMA を中心とした市
況及び需要の軟化からの回復が見込みにくいこと、またヘルスケアセグメントにおいては新型コロナ
ウイルスワクチンの実用化に課題が生じております。これらの状況から、下期見通しについては、コア
営業利益以下の各段階損益が前回発表予想数値を下回る見込みとなりました。 

 

＜ご参考＞ 

セグメント別通期業績予想（コア営業利益） （億円） 

 今回修正予想 前回発表予想 増減額 

機能商品 790 850 △60 

ケミカルズ 430 750 △320 

産業ガス 1,130 1,050 80 

ヘルスケア 70 140 △70 

その他 △20 △40 20 

合計 2,400 2,750 △350 

上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日現在における

仮定を前提としています。実際の業績等は、今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります。 

以上 


